
リスク管理

統合的リスク管理

統合的リスク管理とは、各種リスクを総体的に捉え、金融機関の
経営体力である自己資本と対比、検証することにより、適切にリスク
管理を行うことをいいます。

当行ではこうした考え方に基づき、経営管理部がすべてのリスク
を一元的に把握・管理しています。また、各種リスクをVaR等の統一
的な尺度で計測・管理する統合リスク管理（資本配賦制度および自
己資本充実度評価）を用いて、リスクを自己資本の範囲内にコント
ロールする業務運営を行っています。

資本配賦制度
事業を行ううえで、金融商品（貸出金、有価証券、預金等）の保有

を通じて生じるリスク（信用リスク、市場リスク等）や業務遂行上発
生するリスク（オペレーショナル・リスク等）に対して、自己資本を業
務部門別・リスクカテゴリー別に配賦しています。

具体的には、規制資本ベース（自己資本比率規制上の所要自己資
本）および経済資本ベース（VaR等により算出したリスク量）の両面
でリスクを自己資本の範囲内に収まるよう管理しています。加えて、
有価証券等の価格変動リスクを一定の範囲内にコントロールするこ
とにより、資本配賦制度を適切に補完する体制を構築しています。

自己資本充実度評価（ストレス・テスト）
内外環境の変化を捉えた戦略的なリスクマネジメントの実践を目

的として、景気循環を考慮したフォワードルッキングなシナリオによ
るストレス・テストを実施し、複数年にわたる財務計画の「資本の十
分性、戦略の実行可能性」を検証しています。

加えて、金融危機等のストレス事象が発生した場合にも、業務の
継続性を確保する観点から、ヒストリカル・シナリオを用いて、当行の
経営体力を確認しています。

信用リスク管理体制

信用リスクとは、お客さまの財務状況の悪化などにより、当行
が損失を受けるリスクをいいます。

信用リスクをその影響度から最も重要性を持つリスクとして
認識し、リスクの大宗を占める信用リスクの管理体制を確立し
合理的にリスクをコントロールしていくことが、地域社会との

「共存共栄」に不可欠であるとの考えのもと、当行独自の「企業格付
制度」を定めて信用リスク管理の高度化に取り組んでいます。

企業格付制度の概要
企業格付は、お客さまの決算書などに基づいて統計的な格付モデ

ルを用いた財務分析（定量評価）を行い、独自の審査ノウハウによる
定性評価を加味して、企業実態を踏まえ決定しています。この企業
格付制度に基づき、当行とお客さまをつなぐ合理的なコミュニケー
ション・ツールとして、お客さまに格付を開示する「しがぎん格付コ
ミュニケーション・サービス」と「しがぎん格付シミュレーション・サー
ビス」を実施し、お客さまが抱える課題やリスクを互いに認識し、お
客さまの持続的な成長に向けた提案や経営改善計画策定支援に努
めています。

信用リスク管理の概要
お客さまの財務内容などの変化は、格付制度を通じて、当行の信

用リスクの変化として反映されます。
近年、経済と金融資本市場の世界規模での連関が高まっており、

当行では、グローバルベースでの複数の経済シナリオを作成し、地
域経済やお客さまへの影響度を予測しています。具体的には、複数
の経済シナリオ下でお客さまの売上高増減率を予測し、お客さまご
との財務インパクトを試算しその格付変化を予想して、銀行全体の
信用リスクや自己資本比率の状況を管理しています。また、大口先や
特定の業種への過度な与信集中を回避するため、与信ポートフォリ
オを適切にコントロールするとともに、リスクに対する適正なリター
ンを確保するため、信用リスクに応じたプライシング（貸出金利の設
定）に取り組んでいます。

組織面では、営業推進部署および審査部署から独立した信用リス
ク管理部署が格付自己査定制度の設計ならびに各種の検証を通じ
て、相互牽制体制を確立するとともに堅確な運営体制を構築してい
ます。

当行は､「自己責任原則による独自経営を貫く」との信
念のもと、1998年12月にお客さまと当行が企業価値向
上に向けて取り組むための合理的なコミュニケーショ
ン・ツールとして、独自の｢企業格付制度｣を導入し、以
来、運営と改善を重ね、信用リスク管理の高度化と自己資
本の充実に努めてきました。

内部格付手法を究極は地域社会との「共存共栄」を追求
するためのツールであるとの信念に基づき、堅固な内部
格付制度を構築することが「自己責任」経営を貫徹するた
めに必要不可欠と認識しています。

こうした観点から、2007年3月のバーゼルⅡ導入に際
し、FIRB（基礎的内部格付手法）を選択し、金融取引が多様
化・高度化する環境下において「信用度を基軸とした」業
務運営や格付制度の運営に積極的に取り組んでおり、本
業を通じてより一層地域社会の発展に多面的に貢献して
いきます。

格付制度の意義と目的
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市場リスク管理体制

市場リスクとは、金利・有価証券等の価格・為替等のさまざまな市
場のリスクファクターの変動により、保有する資産・負債の価値が変
動することで損失を被るリスクをいいます。

当行は、市場リスクを一定の範囲内にコントロールしたうえで、安
定的な収益確保を図っています。

銀行全体の市場リスクについては、貸出金・有価証券・預金等の
すべての資産・負債について半期ごとに財務計画を見直し、期待す
る収益とリスクのバランスを考慮したうえで資産配分を行うととも
に、「銀行勘定の金利リスク」（IRRBB）に基づき、金利リスク量をコ
ントロールしています。また、リスク計測方法は、保有するポジション
の種類・規模・特性を勘案し、VaRや感応度指標（デュレーション、
BPV）等を用い、複合的に管理しています。

有価証券等の価格変動によりもたらされる市場リスクについて
は、銀行経営に大きな影響を与えないようにリスク許容額等、各種
限度額を設定しています。VaR 等のリスク量計測手法等により限度
額を設定したものについては、そのリスク量が適切に把握されてい
るかを検証することを目的とし、バック・テスティングを行いその検
証結果についてALM委員会に報告しています。

組織面においては、「取引執行部門（フロント･オフィス）」「事務処
理部門（バック・オフィス）」「リスク管理部門（ミドル・オフィス）」を分
離し、相互牽制体制を確立するとともに、内部監査部署が関連規程
や業務運営計画等の遵守状況について監査を行い、監査結果につい
て、内部監査報告会および取締役会に報告する体制としています。

流動性リスク管理体制

流動性リスクとは、必要な資金を確保できず、資金繰りに支障をき
たすことや、市場の混乱などに起因して通常より著しく不利な価格
での取引を余儀なくされることにより損失を被るリスクをいいます。

流動性リスクを銀行の根源的なリスクと認識し、正確な資金繰り
の把握および安定的な調達・運用に努めるとともに、市場の流動性
を十分に注視した厳格なリスク管理を行うことを基本方針としてい
ます。

また、資金繰り管理部門が、金融環境や資金化が可能な流動資産
残高、予想される資金流出額などの資金繰りの状況および資金繰り
に影響を及ぼすと予想される事象を日次で把握、管理しています。加
えて、リスク統轄部署が日次で資金繰り管理部門の管理状況をモニ
タリングし、定期的に資金繰りの状況等についてALM委員会に報告
するなど、適切な流動性リスク管理に努めています。また、流動性に
係る健全性を判断するための基準である流動性比率規制についても
適切に対応しています。

オペレーショナル・リスク管理体制

オペレーショナル・リスクとは、銀行の業務上の事故やシステムの
不備、また災害などの外的要因により、当行が損失を被るリスクをい
います。
「オペレーショナル・リスク管理規程」を制定し、オペレーショナル・

リスクを ①事務リスク ②システム・リスク ③法務リスク④有形資産
リスク ⑤人的リスクの5つに分け、業務統轄部において一元管理し
ています。

また、デジタル社会において懸念が高まるサイバー攻撃に対して
は、組織横断のチーム（しがぎんCSIRT※）を組成し、外部の知見も
活用するなど、入口・内部・出口での対策による多層防御の考え方を
取り入れた体制強化に取り組んでいます。

また、経営管理部が主催するALM委員会等の経営会議において
状況を報告しています。
※ CSIRT（シーサート）：Computer Security Incident Response Team

風評リスク管理体制

風評リスクとは、種々の異常事態の発生に起因する風評や噂によ
り、当行の信用が毀損され、有形・無形の不測の損失を被るリスクを
いいます。
「風評リスク管理規程」を定め、風評の原因となる異常事態発生

等の未然防止に努めています。
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